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道総研セミナー 身近な科学を学ぼう！  

【開催情報】 

◎日 時 令和６年９月28日（土）13：30～14：30 

◎場 所 紀伊國屋書店 札幌本店１階インナーガーデン 

    （札幌市中央区北５条西５丁目 sapporo55） 

◎講演者 道総研 林業試験場 道北支場 支場長 錦織 正智 

◎参加費 無料 

◎申込み 不要 

◎詳細  道総研HP 

https://www.hro.or.jp/hro/info-headquarters/event-info/event-

221.html#240928 

【セミナー概要】 

 和紙の伝統を継承するために欠かせない材料の一つに「ネリ」「糊」と呼ばれるノリウツギの樹皮か

ら抽出する粘液があります。 

 江戸時代以前、各地の和紙産地では近隣に自生するノリウツギを使用しましたが、明治時代になると

北海道産のノリウツギが供給されるようになりました。北海道の方言でノリウツギは「サビタ」と呼ば

れることから、和紙職人は道産品を「サビタ糊」「北海糊」と呼び、その品質を高く評価しました。 

100年以上続く北海道から和紙産地へのノリウツギの供給は獣害による資源の枯渇や担い手不足、高

齢化などの問題に直面しています。 

 本セミナーでは、北海道のノリウツギ採取の歴史を振り返り、将来に向けた取り組みについてお話し

します。 

 

 ○取材等ありましたら下記へお問い合わせ下さい。 

北海道立総合研究機構 企画・広報室 永田、窪田 

電話：011-747-2900 Fax：011-747-0211  

E-mail  hq-soudan@hro.or.jp 

 
北海道立総合研究機構 

プレスリリース  Press Release 
 

道総研では、研究成果の中から、生活に関係する身近なテーマを紹介するセミナー

を開催しています。 

今回の道総研セミナーでは、和紙の伝統を継承するのに欠かせない北海道産の「ノ

リウツギ」（北海道の方言で「サビタ」）について、その採取の歴史と将来に向けた

取り組みをご紹介します。 



土

参加無料



道総研 セミナー「身近な科学を学ぼう！」 9.28 (土) 13:30～14:30

地方独立行政法人 北海道立総合研究機構
経営管理部 企画・広報室

〒060-0819
札幌市北区北19条西11丁目 北海道総合研究プラザ

電 話 011-747-2900
ファックス 011-747-0211
メール hq-soudan@hro.or.jp
ホームページ https://www.hro.or.jp

道総研（正式名称：地方独立行政法人 北海道立総合研究機構）は、2010年４月に22の道立試験

研究機関を統合して誕生した総合研究機関です。道民の皆様の知的好奇心を刺激する身近な話題を

テーマにしたセミナーを開催しています。

道総研セミナー「身近な科学を学ぼう」とは？

お問い合わせ先会場案内 札幌市中央区北5条西５ sapporo55

紀伊國屋書店 札幌本店 １階 インナーガーデン

道総研 YouTube
チャンネル

道総研 
ホームページ

講師 錦織 正智
（にしこおり まさとも）

森林研究本部 林業試験場

道北支場 支場長

大阪府大東市 出身

帯広畜産大学大学院草地学専攻

修士課程修了

1992年 林業試験場

2023年から現職

【主な研究内容】

特用林産、組織培養

和紙の伝統を継承するために欠かせない材料がいくつ

かあります。その一つが「ネリ」「糊」と呼ばれるノリ

ウツギの樹皮から抽出する粘液です。

江戸時代以前、各地の和紙産地では近隣の山野に自生

するノリウツギを収穫して自足しました。明治時代にな

ると紙の生産量は大きく増加し、やがて天然資源の宝庫

北海道は和紙産地へのノリウツギ供給地になりました。

北海道の方言でノリウツギは「サビタ」と呼ばれること

から、和紙職人は道産品を「サビタ糊」「北海糊」と呼

び、その品質を高く評価しました。

100年以上続く北海道から和紙産地へのノリウツギの

供給は獣害による資源の枯渇や担い手不足、高齢化など

の問題に直面しています。

本セミナーでは、北海道のノリウツギ採取の歴史を振

り返り、将来に向けた取り組みについてお話しします。


